
平成23年度 木曽三川下流部広域防災ネットワーク検討会

東北地方太平洋沖地震の被災概要等

平成２３年６月２７日

資料－４



東北地方太平洋沖地震での被災状況（東北地整ＨＰより）
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東北地方太平洋沖地震での被災状況（東北地整ＨＰより）
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物資輸送や被災者救援等に資する河川堤防 （東北地整ＨＰより）
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東北地方太平洋沖地震での被災状況（東北地整ＨＰより）
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東北地方太平洋沖地震での被災状況（関東地整ＨＰより）
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仙台平野における地震に伴う地盤沈下について
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H23.3.27 読売新聞

堤防沈下・クラック等
多数発生

地番沈下の影響で
通常の満潮時で浸水

地震関連新聞記事
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木曽川下流河川事務所管内における堤防耐震点検

対象地震等

◆対象地震

東海・東南海地震

◆想定津波

安政東海地震津波

◆耐震性の評価において考慮する外水位（照査外水位）

地震発生に伴う津波による「最大津波遡上高」と「朔望平均満潮位に波浪等の影響を見込んだ高さ」とを

比較し高い方の値を考慮

◆判断基準

地震の影響により沈下した「堤防天端の高さ」が「耐震性の評価において考慮する外水位」より高けれ

ば、耐震性能を満足すると評価 （高さだけの評価であり、浸透・侵食などの評価はしてない）

点検結果

◆対象区間等

木曽川下流河川事務所管内の、背割堤（揖斐川・長良川、木曽川・長良川）を除く、全区間で実施済み

◆点検結果

全川的に約１～３ｍ程度沈下する

橋梁部周辺等、堤防の高さ不足の箇所を除き、「 沈下後堤防高 」 ＞「 照査外水位 」

今後の予定（点検及び対策）

防災ネットワークの視点などから、優先順位の高い箇所について順次耐震対策を実施

また、想定外力や、耐震基準等の見直しに関する全国的な指針が出された場合、適宜、見直しを図る 8



地震による堤防被害イメージ

護岸の被災やクラックの影響により堤防機能を有していない可能性。
堤防の沈下量によっては、天端道路を通行出来ず復旧活動等に支障が生じる可能性。

照査外水位

過去の被災状況からクラックが
照査外水位以下まで入っている可能性

沈下の程度によっては、車両の通行が不可能

計画高水位堤防が沈下
破線：被災前堤防断面
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東北地方太平洋沖地震での被災状況（東北地整ＨＰより）
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